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卒業論文要旨
なぜ、単車に乗ると気分が高揚するのか。それは、適度な期待感、危険感等による適度な緊張感によりアドレナリンが放出されて気分が高揚するものと思われる。たまに乗るから得られる感触で、連日乗っていたのでは緊張感はない。たまに単車にまたがると「単車を制御しなくてはならない」という漠然とした緊張感に包まれる。期待もあるが「転倒しないか」「事故に合わないか」などのビビリ感も混在する。このビビリ感が緊張感をあおっている。精神的に落ち込んでいる時にはこの緊張感は良いが、極度に疲れている時には、ビビリ感が期待感を上回り、またがった瞬間に走り出すことが重荷になる。この緊張感、ビビリ感の微妙な関係が麻薬的な作用をもたらし、ライダーの精神を２００１年宇宙の旅のラストシーンの映像の世界へといざなうのである。
しかし、いくら早くても他者が危険と感じるような走行は恥ずべき行為であり、慎むべきである。他者に迷惑となるような暴走行為、事故と隣り合わせの走行は決してしてはならない。
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